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建物全壊率

液状化マップ

液状化の対策例
杭状地盤補強
・杭基礎

　液状化マップでは、揺れやすさマップに示される震度に達した場合の液状化

のしやすさを表しています。

　液状化とは、地震によって地盤が一時的に液体のようになってしまう現象で、

そこにある建物を傾けたり、沈ませたりする被害を引き起こす恐れがあります。

液状化は、主に埋立地や河口の砂質地盤などで発生しやすいです。

　中能登町東部は、砂礫や粘土層を含んだ地盤であるとともに、震源に近いこと

から液状化しやすい判定となっています。

液状化によって地表面が支持力を失っても、杭状地盤補強や杭に

よって、建物の傾きを防ぐ。

矢板壁 建物の真下の地盤を拘束し、液状化の発生及び影響を抑制する。

べた基礎 建物の真下の地盤を拘束し、液状化の発生及び影響を抑制する。

浅層混合処理 建物の全面にわたって地盤改良し、堅固な支持地盤を構築することで、

液状化の発生及びその影響を抑制する。

沈下

砂などの粒同士がくっつ
いて、その間を水が満たし
て地盤を支えている。

地震によって、粒同士の
結合がなくなり、水に浮
いた状態になる。

砂の粒は沈下して水と分
離し、地盤の沈下や亀裂
を引き起こす。

地震前 地震時 地震後
液状化の起こり方

危険度マップ

耐震診断・改修等助成制度の例

対象住宅

耐震改修工事
補助金

耐震診断
補助金

　危険度マップでは、揺れやすさマップに示される震度に達した場合の、被害の

程度を建物全壊率として表しています。

　建物全壊率とは、建物の構造 ( 木造・非木造 ) と建築年次から、地震の揺れに

よって全壊する建物の割合を想定したものです。震度が大きく、古い木造の建物

が多い地区では、建物全壊率が高く想定されます。

　中能登町では、木造住宅を対象に耐震診断及び耐震改修工事に関する助成制

度を設けており、これらの制度を利用してお住いの耐震化を行いましょう。

町内で建築された木造住宅

(昭和56年5月以前に建築され、または工事に着手したものに限る)

「木造住宅の耐震診断と補強方法」(財団法人｢日本建築防災協会｣

発行図書)に基づく耐震診断

耐震診断に要する費用の3分の2以内（上限12万円）

耐震診断が実施済みで、改修後の構造耐力評価が1.0以上となる

耐震補強工事

（上限150万円）

ブロック塀撤去
補助金

耐震設計
補助金

耐震診断に基づく既存建築物の耐震改修工事に必要な設計

耐震設計に要する費用の3分の2以内（上限20万円）

道路（私道は除く）に面したブロック塀について通行人の安全を確保

するため（判定基準により危険と判断された場合のみ）の撤去工事

（上限10万円）

　条件により補助金額が異なる場合がありますので、詳しくは中能登町土木建
設課までお問い合わせください。

日頃の準備を心がけましょう。

◎レインコート・軍手を着用しましょう。

◎長靴は水が入ると歩きにくくなるので、

　底のしっかりとした、紐でしめることが

　できる歩きやすい靴を着用しましょう。

◎荷物はリュックサックなどに

　コンパクトにまとめ、

　両手が自由になるようにしましょう。

ラジオ 懐中電灯 衣　類 現　金 飲料水（３㍑/１日） 非常食（最低３日分の用意）

健康保険証 ろうそく・ライター ナイフ・缶きり通帳 歯ブラシ・歯磨き粉

マスクなど その他

赤ちゃんがいる場合 寝袋や毛布 ヘルメットや軍手 等

筆記用具 予備電池・携帯充電器カセットコンロ・ボンベ

地震防災マップ 救急用品（常備薬・キズ薬・包帯）

避難時の持ち物
非常時の持ち出し品は、家族構成を考えて必要最低限の分だけを用意し、

それぞれの環境に合わせて必要なものを準備してください。
　避難する際、すぐに取り出せる場所へ保管しておきましょう。
　年に一度はチェックして、新しいものと交換しましょう。

わが家の持ち出し品メモ

避難時の服装

非常時の持ち出し品チェックリスト

1.まず落ち着いて身の安全を確保する 2.あわてず冷静に火災を防ぐ

3.避難のテクニック 4.正しい情報の入手を

地震時の心得
　地震の時、まず自身の安全確保が第一です。居る場所によっては対応が違い
ますが、身の回りの物で頭や身体を守りパニックにならず、冷静に行動できる
よう日頃から心がけましょう。

揺れを感じたら、まず

丈夫な机やテーブル

などの下に身を隠し、

安全を確保しましょ

う。

揺れがおさまったら、

使用中のガス器具やス

トーブなどは火を消し

ましょう。

避難する時は、活動し

やすい服装で必ず徒歩

で避難しましょう。携

帯品は、必需品のみに

して、背負うようにし

ましょう。

テレビ、ラジオの報道に注意して、

正しい情報を入手しましょう。

志賀原子力発電所からの距離、標高図
　地震により、志賀原子力発電所で大規模な事故等が起きる危険性があります。

　原子力災害が発生した場合には、住民等の被ばくをできるだけ避けるため、原子力発電所から概ね 30km 圏外への広域避難が必要となる場合もあります。

　中能登町の避難先は津幡町です。自分が住む町内会の避難先や避難ルートを避難計画により事前に確認しておきましょう。

　標高図では、中能登町周辺の標高を 10ｍ単位で示しています。
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